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希少金属の選択的相分離技術を用いた
リサイクルプロセス

シリケート系酸化物相

貴金属- 重金属メタル

還元雰囲気で熱処理

700-1000℃

Na2O-K2O-レアメタル相

希少金属
含有廃棄物

電子部品・光学ガラス・
放射性ガラス固化体から

レアメタル抽出
貴金属、卑金属を同時に

将来的な金属資源の枯渇が懸念される中、廃棄物から
ベールメタル・希少金属をリサイクルすることは重要なテー
マです。我々は、金属回収技術として還元溶融法について
研究しております。これは重金属を含む廃棄物を還元雰囲
気で溶融し、重金属メタル相を形成させ、ここに貴金属を吸
収させるというものです。我々の研究では、さらに処理条件
を制御することで気相とガラス融液相の界面においてレアメ
タルを含んだ相を分離濃縮することを試みております。
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本技術をベースとしたレアメタル抽出プロセスのフロー
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ガラス相に残留しやすいレアメタル（Ｃｓ，Ｓｅ）も相分離

空気雰囲気での処理と比べ、高いレアメタル分離効率
還元雰囲気で熱処理することで、空気雰囲気で同様の処理をした場合と比べて、レアメタル（Ｃｓ，Ｓｅ）の抽出効率が約二倍に

従来の溶融処理では分離が難しかったレアメタル（Ｃｓ，Ｓｅ）を、気液界面に分離濃縮。濃縮したＣｓ，Ｓｅは水で抽出可能。
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革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）
「核変換による高レベル放射性廃棄物の大幅な低減・資源化」

高レベル放射性廃棄物から、長寿命核分裂生成物(LLFP)を回収
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福井大学のテーマ：ガラス固化体からのＬＬＦＰの分離

本プロジェクトでは、高レベル放射性廃棄物である
ガラス固化体からLLFPであるPd,Se,Zr,Csを回収し、

それらを短寿命あるいは安定核種へと変換するこ
とを目標としている。このようにして安定核種となっ
ているもののうち、Pdは自動車用の触媒にリサイク

ルし、アルカリ金属などは医薬品への再利用を目
指す。

Zr

＊Ｚｒの分離は、今後検討
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結果例①：Na2O-K2O-Cs2O-SeO2相の観察

SEM-EDS

結果例②：Na2O-K2O-Cs2O-SeO2相の水処理

Ｃｓ抽出率 （％） Ｓｅ抽出率 （％）

還元雰囲気（本発明） 105 96 

酸化雰囲気（比較対象） 41 39 

本研究は、総合科学技術・イノベーション会議により制度設計された革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）により、科学技術振興機構を通して委託されたものです。

http://www.jst.go.jp/impact/program/08.html
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基礎研究 科学研究費助成事業、若手研究B、課題番号26740041、
多成分系ガラスにおけるアルカリ金属-レアメタル複合濃縮相の生成メカニズムの解明

組成が類似した2種類のアルカリケイ酸塩ガラス

Ａ Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｘ線分光分析における
各ガラスの
Ｓｉ２ｐスペクトル

気液界面における相分離挙動と
ガラス構造との関係を調査

組成が同じでもガラス構造が異なると
相分離挙動が変化するのではないか？

相分離が生じるためのガラス構造があ
るのではないか？




